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令第三六号によって、二三個の府が廃止され、代わ て一三個 道が設置された。このときの道の区分けは現在の道制の基礎になっている。さらに、郡には五段階の等級が設定され、そ 一級 郡 うち、廣州、開城、江華、仁川 東萊（後、釜山） 、徳源（後、元山） 、慶興は「府」とされた。また 首都の漢城は、京畿道のなかにありながら、 「漢城 別格の扱いにされた（参考文献②） 。現在の市に相当する地方行政単位の名称として「府」 用いられたのはこのときが最初であ 。　
八個の府のうち、仁川、東萊、
徳源は、一八七六年の日朝修好条規の締結によって朝鮮が鎖国政策
を転換して開港した場所であった。東萊の釜山港は一八七六年八月二四日に、元山港は一八八〇年五月一日に、仁川港は一八八三年一月一日に開港していた。そして慶興郡は一八八八年 締結されたロシアとの条約 よって八月二〇日に開市（貿易市場として開放）た場所であった。郡の等級分けの基準も、廣州、開城、江華が府になった理由も不明であるも の開港地と開市地については都市発が予見されており、行政上の重要性が意識されていたといえる。　
その後、朝鮮が大韓帝国に国号
を改称した一八九七年の一〇月一日に木浦と鎭南浦が開港されたがこれに先立って、木浦港のある務安郡と鎭南浦港のある三和郡が同年九月一二 付勅令第三〇号で、府に昇格された（参考文献③） 。一八九九年五月一 群山、城津、馬山が開港される 、五月六日付







めると、地方制度の見直しにかかり、開港地、開市地を府に昇格させることになった。同年九月二八日付勅令第三五七〇号によって、開港地、開市地である仁川郡、沃溝郡、務安郡、昌原郡、東萊郡、徳源郡、城津郡、三和郡、慶興郡が府に復帰するとともに、一九四年二月二五日に開港した龍岩浦港のある龍川郡、同年三月二 日に開市した義州郡が府 昇格 。港もなく開市場もない廣州府、開城府、江華府は郡に降格された（参考文献⑧） 。ただし、開市場であった平壌郡が府に復帰しなかった理由は不明である。　
一方で、大韓帝国では鉄道の建
設が進められ、人々の生活に大きな変化がも らされるように った。一九〇五年五月二五日に漢城府に隣接する永登浦（後 ソウル市に編入）と東萊府草梁を結ぶ京釜線が開通した。一九〇六年四月三日に漢城 龍山（後、
ソウル市に編入）と中国との国境の義州郡新義州を結ぶ京義線が開通した。一九〇八年にはこの京釜線と京義線の両線が連結されて朝鮮半島を縦断する鉄道となった。●植民地時代の府　
一九一〇年の日韓合邦により日
本による 統治が始まると、再び地方制度の見直しがなされた。一〇月一日付の朝鮮総督府令第七号では、仁川府はそ ままであったが、漢城府が京城府に改称されたのみならず 開港地であった沃溝府が群山府に、務安府が木浦府に、東萊府が釜山府 昌原 が馬山府に、三和府 鎭南浦 に、義州府が新義州 に、徳源 が元山府に、それぞれ統治者にとって特徴がわかりやすい港の地名に改称された。開市地であった平壌郡は府に復帰し、一九〇八年に開港された清津港のある富寧郡も清津府に昇格され、このほ 大邱郡が大
邱府に昇格された。一方、港があまり使われなかった城津府、龍川府は郡に降格され、開市場がほとんど機能しなかった慶興府も郡に降格された（参考文献⑨） 。　
総督府は一九一三年一二月二九
日付総督府令第一一一号を発し一九一四年三月一日から道の管轄区域、府郡の管轄区域の改定を実施した。これは郡の統廃合に始まり、その下の単位である面、里、洞を改編するもので三 かけて実施された。こ 改定事業 は府そのものが大きく改編されることはなかった（参考文献⑩） 。　
その後、鉄道網の発展や農業お
よび商工業 発展にともなう人口増加で一九三〇年代には各道庁所在地が府に昇格していった。咸鏡南道の咸興が 一〇月一日に、忠清南道の大田、全羅北道の全州、全羅南道の光州が一九三五年一〇月一日に、黄海道庁所在地の海州が一九三八年一〇月一日
























































みると、府が二二個、そして府に匹敵する三万人以上の人口を持つ邑が二〇個あった（表１） 。一九四五年八月に日本の植民地統治が終焉した朝鮮には、このうち、九個の府と九個の邑が北緯三八度線より北側、一二個の府と一二個の邑が南側にあり、一九四八年にそれぞれ共和国政 韓国政 の管轄下に置かれるようになった。●韓国の市　
一九四五年八月一五日に朝鮮が
植民地支配から解放さ 、北緯三八度線の南側では九月八日に米軍が京城に入り、一九日までに総督府の業務を米軍政庁が引き継いだ。解放の祝賀ムード なか 、人々は生活にある日本式 名称を朝鮮語のそれに置き換えて呼ぶようになった。一〇月九日が「ハングルの日」として祝われるようになり、朝鮮語を学ぶ講座が開かれるなど、朝鮮語 復活、普及が進められた。地名に関しても、京城府を、首都
を意味する朝鮮の固有語で「ソウル」と呼んだり、表記したりすることが増えてきた。　
解放の二日後である一九四五年












方に朝鮮人自治組織である人民委員会が結成されたが、南側と違って、ソ連軍は人民委員会に行政機関の業務を引き継がせ 。人民委員会が地方の行政機関としての体裁をもっとも早く整えたのは咸鏡南道であり、八月末までに道人民委員会の下、三個の市人民委員会と一六個の郡人民委員会が置かれ、郡人民 に一二九個 面人民委員会が置かれた。これによって咸興、興南、元山の 府はそれぞれ咸興市、興南市、元山市になった（参考文献⑫、元山市は一九四六年九月五日に江原道に所属が変更され ） 。　
咸鏡南道で府が市に変更される





とその下の平壌府委員会が八月二七日に組織され、道庁と府庁の業務を接収した。一一月二四日、平安南道人民政治委員会は咸鏡南道人民委員会にならって平安南 人民委員会に改称し、一二月二五日、平壌府は平壌市に改称された。同じころ、鎭南浦府は南浦市に、海州府は海州市に、羅津府は羅津市に、清津府は二分されて清津市羅南市に、城津郡は城津市された。なお、平壌市は翌四六年九月五日に、平安南道の所属を離れ、 道級の 「平壌特別市」 となった。　
ただし、新義州府は市になるの
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